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１０月２６日に学校関係者評価委員会（８名中６名の委員が出席）を開き、会議冒頭にホームページ

に掲載している体育祭・文化祭の動画を視聴し、その後、学校が公表する学校評価に基づいて大阪産業

大学附属中学校の教育について議論しました。その概要を報告します。 

 

１．２０１４年度 学校評価について 

 本校の大きな課題となっている「主体的に学習に取り組む」ことに関して、産大附属高校生が大阪産

業大学のオープンキャンパスに参加し、目標が定まり勉強に頑張るようになったとの経験が語られる一

方で、大学進学後は中学・高校の時のようにクラス担任が細かく指導するということがないだけに、高

校時代はもちろん中学時代から自らをきっちりとコントロールする自立心を身につけさせることの重要

性が語り合われました。 

 

２．学校教育への提言 

Ａ．保護者から 

 学校からの情報発信に関して意見が寄せられました。 

 体育祭・文化祭の動画を始め、ホームページで元気で明るい学校の雰囲気が学校外にも良く伝わる

ようになったが、ホームページでは伝えきれないことも少なくなく、現在、平日に実施している文化

祭を日曜日の実施にし、多くの人に実際に来校してもらって、学校の姿を知ってもらうことはできな

いものかとの意見も出されました。 

 また、学校の配布物が保護者に渡らないことも少なくなく、メール配信を使って配布物があること

を知らせてほしいとの要望も出されました。 

  さらに、仕事などの都合もあり、保護者が来校しにくい状況も理解できるが、保護者がもっと学校

へ足を運ぶように学校としてすすめいってほしいとの要望も出されました。 

 

Ｂ．近隣地域住民から 

遅刻が随分少なくなっているとの感想が出され、「地域の評判は良くなっている」との評価を受けま

した。 

 

 Ｃ．大阪産業大学の教員から 

  産大附属高校からの内部進学者の大学での状況が報告され、大学で学ぶ学力をしっかり身につける

とともに、簡単に諦めることをしない人間力を身につけるようにしてほしいとの要望が出されました。 

 


